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○○○○学級 算数科学習指導案

指導者 ○○○○

「さんすうマーケット」を作ろう１ 題材名

２ 目標
○ 「さんすうマーケット」の場で自らの算数的活動に取り組むことができる。

（関心・意欲・態度）
○ 手順図で学習内容や解決の見通しをもって意欲的に取り組み，振り返ることができる。

（ ）関心・意欲・態度
(Ａ児）
○ 具体物，半具体物の数対象にかかわって，操作を確かめたり見直したりしながら，１～１０の

（数学的な考え方・技能）数を数えることができる。
(Ｂ児）
○ 具体物，半具体物を１０のまとまりを作って，１０～１００の数を数えることができる。

（数学的な考え方・技能）
（Ｃ・Ｄ児）
○ かけ算・わり算の意味や計算の仕方を理解して，文章問題を読んで立式し答えを見つけること

（数学的な考え方・技能）ができる。
（Ｅ児）
○ 小数のかけ算・わり算の意味や計算の仕方を理解して，文章問題を読んで立式し答えを見つけ

（数学的な考え方・技能）ることができる。
（Ｆ児）
○ 分数のかけ算・わり算の意味や計算の仕方を理解して，文章問題を読んで立式し答えを見つけ

（数学的な考え方・技能）ることができる。

３ 指導観
○ 本学級は，１年生１名，３年生３名，５年生１名，６年生１名の計６名の児童で構成されてい
る。知的障がいの程度は，境界線から軽度の児童が多く会話が成立する。
学習への取り組み方をみると，興味のある課題には取り組めるが，集中力が短い児童，課題が

分かりなんとか自分で取り組もうとする児童，課題が分かると進んで自分で取り組む児童と様々
である。
見通しの活動では，どの児童も掲示された自分の課題の手順図を見て，操作の手順をつかむこ

とができている。
見直し活動①では 学習課題を自分なりに解決したり，見直し，「さんすうマーケット」の場で

たりできるような 操作活動をし，繰り返し取り組むことでどの児童も自力解決が教材・教具での
できるようになるが，習得するまでには時間がかかり個人差も大きい。
見直し活動②では，逆操作をさせたり，類似問題のワークシートを用意したりして理解の定着

を図るが，個別指導が必要となる。振り返りを書く「ふりかえりカード」については，できたこ
とに○をつけ，一人一人が自分の学習を振り返ることができている。また，みんなの前で計算の
仕方を発表することもできるようになってきた。

○ 本題材は 「さんすうマーケットを作ろう」の場で，Ａ・Ｂ児は品物の数を数える操作活動，，
Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ児は問題文を読んでかけ算やわり算の計算を使って答えを見つけ，品物の表示カー

。 ， （ ） ，ドを作る活動を行う そして 自らの算数的活動を具体物 品物 や言葉で表現することによって
数と計算領域で段階的に設定された個に応じた内容の定着を図るものである。
具体的には 「さんすうマーケット」にある品物の個数を 〔Ａ児は１～１０までを５のまとま， ，

１～１００までを を作って数える また，品物の表りを作って数える 〔Ｂ児は のまとまり 〕。〕 10 。
〔Ｃ・Ｄ児は問題文を読んでどの計算（かけ算かわり算）を使ったらい示カードに書く内容を，

いかを考えて立式して答えを出す 〔Ｅ児は小数の場合 〔Ｆ児は分数の場合〕でそれぞれ考え。〕 〕，
立式して答えを出す，という活動を行うものである。
児童は 「さんすうマーケットを作ろう」という意欲のもとに，数の操作活動に自分なりのや，

り方で取り組み，自らが数えたり，計算したりしたことを友達に伝えたり，マーケットに自分の
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品物が並んでいったりすることで達成していく喜びに浸ることができる。そして，ものを数える
力，数の表し方や大きさの違いを比べる力，計算の意味を理解し計算力を身につける力など，生
活に必要な数理を習得し定着していくことができる価値ある題材といえる。

○ 本単元の指導にあたっては，一人一人の児童に，自分なりのめあてをもって意欲的に課題に
取り組み，数の基礎的理解を確かにしていけるようにしたい。
そこで，本単元において「見通し」と「見直し」の活動における支援の工夫を通して，算数

における基礎・基本を身に付けることができるように以下の手だてを考えた。
【つかむ段階における「見通しの活動」の工夫】
・ 一人一人の課題や手順図を提示して，全体の場で確認する。
・ 一人一人の教材・教具を用意し，操作の手順や学習内容をつかめるようにする。
・ 計算の仕方（既習内容）を想起できる掲示物を掲示する。

【ふかめる段階における「見直しの活動①」の工夫】
・ 学習課題を自分なりに解決したり，見直したりできるように教材・教具を工夫する。

【ふりかえる段階における「見直しの活動②」の工夫】
・ 学習した内容を確かめることができる逆操作やワークシートに取り組む時間を設定する。
・ 学習内容と活動を振り返るために「ふりかえりカード」に記入させる。
・ 自分の課題解決の仕方や品物を 。みんなの前で発表させる場を設定する

４ 指導計画（約７時間）
（１ 「さんすうマーケット」の場と数の操作活動に出会う。 １時間）
（２ 「さんすうマーケット」で数の操作活動をする 。 ５時間）

（３ 「さんすうマーケット」のまとめをする。 時間） 1

平成○年○月○日（○曜日）○校時 ○○○○教室にて５ 本時

６ 本時の目標
○ 「さんすうマーケット」の手順図で自分の学習内容を見通しをもって取り組んだり 「ふりか，

（ ）えりカード で学習を振り返ったりすることができる」 。 関心・意欲・態度
（ ）○ 数の数え方を理解して 数を発表することができる， 。 技能

(Ａ児） 計数箱を使って５と３で８・５と４で９・５と５で１０で数えたり，数字カード
を選んでなぞり書きをすることができる。数えた数を発表することができる。

(Ｂ児） 計数箱を使って１０ずつまとめて数えたり，数字を書いたり，数えた数を発表した
りすることができる。

Ａ児 Ｂ児 Ｃ・Ｄ児 Ｅ児 Ｆ児
配時

１～１０の数 １～１００の数 かけ算・わり算 小数のかけ算・ 分数のかけ算・
わり算 わり算

①６～８の個数 ①１～５０の個 ①かけ算で立式 ①小数のかけ算 ①分数のかけ算 ２
。 。を数える。 数を数える。 をする。 で立式をする で立式をする

②８～１０の個 ② ６０～８０の ②わり算で立式 ②小数のわり算 ②分数のわり算 ２
。 。 。数を数える。 個数を数える をする。 で立式をする で立式をする

③６～１０の個 ③６０～１００ ③かけ算・わり ③小数のかけ算 ③分数のかけ算 １
数を数える。 の個数を数え 算で立式をす ・わり算で立 ・わり算で立

る。 る。 式をする。 式をする。 本時
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○ 問題文から式を立式して，計算の仕方を説明することができる。
（Ｃ・Ｄ児）問題文を読んでかけ算かわり算かを考えて立式し，計算したり，説明したりする

ことができる。
（Ｅ児） 問題文を読んで小数のかけ算やわり算を考えて立式し，計算したり，説明したりす

ることができる。
（Ｆ児） 問題文を読んで分数のかけ算やわり算を考えて立式し，計算したり，説明したりす

ることができる。

７ 本時指導の考え方
児童は，前時までに それぞれの数対象と数や数式・ことばを結んで数の「さんすうマーケット」で

操作活動をしてきている。本時はその操作活動の第五時である。
【つかむ段階における「見通しの活動」の工夫】
① 一人一人の手順図を提示して， 全一人一人に自分の課題，課題解決の手順をつかませるために
体の場で確認する。

② 一人一人の教材・教具を，操作の手順や学習内容をつかめるように机上に用意する。
かけ算九九・わり算の意味や計算の仕方，分数のかけ算・わり算の計算の仕方・小数のかけ算③

の仕方の手順を書いた掲示物を掲示しておく。・わり算の計算
【ふかめる段階における「見直しの活動①」の工夫】

教材・教具の工夫をする。④ 学習課題を自分なりに解決したり，見直したりできるように
・Ａ・Ｂ児→具体物を操作して数えるための計数箱，数タイルやまとめる表の工夫
・Ｃ・Ｄ児→問題文を読んでかけ算・わり算を導き出す学習プリントの工夫
・Ｅ児→問題文を読んで小数のかけ算・わり算を導き出す学習プリントの工夫
・Ｆ児→問題文を読んで分数のかけ算・わり算を導き出す学習プリントの工夫

【ふりかえる段階における「見直しの活動②」の工夫】
⑤ 学習したことを確かめることができる逆操作やワークシートに取り組む時間を設定する。
⑥ 学習内容と態度の振り返るために「ふりかえりカード」に記入させる。

みんなの前で発表させる場を設定する。⑦ 時間の最後に，自分の課題解決の仕方や品物を

８ 準備
・手順図（黒板掲示用）

の仕方（わり算，小数のかけ算やわり算，分数のかけ算やわり算）を書いた掲示物・計算
・ の課題群（数える具体物，絵カード 計数箱（５の箱，１～５の区切りのある箱 ，数字カＡ児 ， ）

「ふりかえりカード」ード，タイルカード・まとめるプリント）
・ の課題群（数える具体物，絵カード 計数箱（１０の箱 ，数字カード，タイルカード・まＢ児 ， ）

「ふりかえりカード」とめるプリント）
Ｃ・Ｄ児 「ふりかえ・ の課題群（学習プリント，かけ算・わり算の問題文カード，ワークシート）

りカード」
・Ｅ児 「ふりかの課題群（学習プリント，小数のかけ算・わり算の問題文カード，ワークシート）

えりカード」
・Ｆ児 「ふりかの課題群（学習プリント，小数のかけ算・わり算の問題文カード，ワークシート）

えりカード」
・品物（具体物・半具体物）
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板書計画

座席表

黒 板

マーケットの場

Ａ児 （１年）

Ｂ児 （３年）

Ｅ児 （５年）

Ｄ児 （３年）

Ｃ児 （３年）

Ｆ児 （６年）
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９ 本時の展開

きかけ学 習 活 動 と 内 容 教師の働

１ 本時学習のめあてをつかむ。 【見通しの活動】
( ) めあてをつかむ。1

( ) 各自の「さんすうマーケット」の学習のめあて，課題と手順を確認2
する。

２ 自分の「さんすうマーケット」を作る。

１年 Ａ児 ３ ３ ６年 児年 Ｂ児 年Ｃ・Ｄ児 ５年 Ｅ児 F

１～１０ １～ かけ算・ 小数のかけ算 分数のかけ算100
のかず のかず わり算 ・わり算 ・わり算

① 品物を取り ① 品物を取り ① 問題を読む ① 問題を読む ① 問題を読む
出す。 出す。 ② 考え方を図 ② 考え方を線 ② 考え方を線

や言葉で表す 分図で表す 分図で表す
② 計数箱で ②１０の計数
数える 箱で数える

③ タイルカー
ド，数字と合 ③ タイルカー
わせてノート ド，数字と合
にまとめる わせてノート

にまとめる ③ 式を書いて ③ 式を書いて
計算する。 計算する。

③ 式を書いて
計算する。

④ 品物を並べ
る。 ④ 答えをカー ④ 答えをカー

ドに書く ドに書く

④ 品物を並べ ④ 答えをカー
る。 ⑤ 品物にカー ⑤ 品物にカー ドに書く

ドを貼って ドを貼って ⑤ 品物にカー
並べる 並べる ドを貼って

・ 並べる
【 】見直しの活動①

数字を読んで ・数字を読ん、
品物を数える で、品物を数

える

３ 活動を振り返り，発表する。
【見直しの活動②】

( ) 「ふりかえりカード」に記入する。1

( ) 一人一人，品物を数えたり，計算したりしたことを発表する。2

「さんすうマーケット」で，品物の数を数えたり、計算したりしたことを
友だちにつたえよう。

つ
か
む

⑩

つ

く

る

・

ふ

か

め

る

ふ
り
か
え
る

⑩

しき
２４÷３＝８

おり紙が２４ま
いあります。この
おり紙を３つに分
けてふくろに入れ
ます。１ふくろに
何まいずつ入れた
らいいか、計算し
てカードに書きま
しょう。

答え ８まい ３ ２ ６
５ ３ １５

段 階

2 5

(１)品物の数を数える。 、 。(１) 計算したことを 品物の表示カードに書く

５，６，７

（２）逆操作をする。

リボン２．５ｍ
。は３００円です

このリボン１ｍ
のねだんを計算
して、カードに
書きましょう。

㎡１ｄＬで

の板をぬれるペン
キがあります。

このペンキ

ｄＬでは、板が
㎡ぬれるか計何

算して、カードに
書きましょう。

３
５

２
３

（２）ワークシートをする。

１本が３円のク
リップが７本ふ
くろに入ってい
ます。いくらで
しょう。
し き 答 え

しき
300 2.5 120÷ ＝

答え 円120

のリボンを1.5m
ずつ切ると0.5m

なん本できます
か。

し き 答 え

答え ６
㎡１５

筆箱のねだんは
６００円です

ノートは

のねだんです。
いくらですか。

１
３
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○ 各自のめあてに
そった言葉かけを
行い，児童から数
字や数式，大事な
言葉を引き出すよ
うにする。
○ 課題の進み具合
や数字や数式等が
正しいかを確認し
ながら，机間指導
を行う。

○ Ａ児には 5,6,，「
7」と、５のまと
まりを意識して数
えたり、タイルカ
ードで表すことの
指示や助言をす
る。
○ Ｂ児には，１０
のまとまりを意識
して数えたり、タ
イルカードや数カ
ード、数字で表す
ことの指示や助言
をする。
Ｃ児・Ｄ児・Ｅ○
児、Ｆ児には，問
題文を読んで ○，「
ずつが○つ分 ○」「
を○ずつ分ける
」 、と を読み取って
かけ算かわり算の
式や答えを導き出
す助言をする。
○ Ｄ児には，小数
点の位置を確かめ
る助言をする。
○ Ｆ児には分数の
計算の仕方を確認
する助言をする。

○ 終わったらワー
クシートに取り組
ませる。

○ 「ふりかえりカ
ード」に活動を振
り返らせる。

○ 計算の仕方を自
己表現させる。
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